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Abstract 
For the purpose of determining the phase diagram of NaCI-KCI-NiC12 system， thermal analysis 
and X-ray di妊ractionanalysis have been conducted. 
The results are as follows; 
(1) NaCI-KCl binary phase diagram which remained uncertain in earlier papers in respect to 
the solidus line and solubility curv巴 insolid state has been reviewed and revised 
(2) NaCI-NiC]z and KCI-NiCI2 diagrams having no previous report have been determined， and 
it was found that the former had only one eutectic point at about 29 mol pct. NiCI2， 5630C and 
the latter had one eutectic point at 28 mol pct. NiCI2， 5070C and one peritectic point at 50 mol 
pct. NiCI2， 6570C and the peritectic product was stoichiometric compound KCl・NiCl2
(3) The liquidus surface of the ternary diagram of NaCI-KCI-NiC]z system have been deter-
mined， and we found that it has minimum fusing point at the position of about 20 mol pct NaCl， 

































ミニウムをもって直接検定を行なった。 冷却速度は 0~6000C の間では 3~50C/min， 6000C以
上では 5~60C/min である。
b) X線回折法 NaCI-KCI2元系の国相域内の溶解度曲線の決定には高温 X線、回折
法を採用した。使用装置は理学電機製自記X線回折装置ならびに附属高温試料支持台である。
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凝固試料について Niの化学分析を行ない結果の補正を行なった。 しかし 70モル%以上の
NiC12を含む試料においてはその補正値の精度も期待できないので測定を行なわなかった。 冷
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果を総合すると図 5の状態図が得られる。すなわち NiCl2の低濃度側では NaCI-NiClz系と
同様な共品型であり ，5070C， NiClz 28モル%の位置に共品点があらわれる。しかし， NiClz高
濃度側では 6570Cにおいて包晶反応がおこり，中間化合物が生成する。この中間化合物につい














上述の 3系の 2元状態図を基礎として， 3元域に多数の混合試料を作り，それぞれについ





KCI (mol %) 
図 6 NaCI-KCI-NiClz 3元系液相同等温線図
各測定点を化学分析により補正し，凝固面を等温曲線にて表現したものが図-6である。
NaCI-KC12元系の液相線の最低点は NiC12量の増加とともに，やや KCl側に傾きながら図
の破線に従ってその融点が降下する。 また， NaCI-NiC12 2元系の約29モル%NiC12， 5630C 
にある共品点， ならびに KCI-NiC122元系の約28モル%NiC12， 507
0Cの共品点はそれぞれ
KCl， NaCl量の増加にしたがし、喰しい谷をなして徐々に融点が降下する。 この線は約30モル















2. NaCI-NiClz系は単純な共晶型であり NiClz約 29モル%， 563
0Cの位置に共品点をも
っ。また相互にほとんど固溶しない。
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